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Abstract
In recent years, the popularization of food produced in Hokkaido has been
encouraged through the promotion of concepts such “local production for local
consumption”and “food education”generallyacross Hokkaido. In Ishikari City,
therehas been amove to develop a rangeofproducts using either “Haru yo Koi”
(bread flour)or “Kita Honami”(cake flour), both produced locally in Hokkaido.
Here, we reported an example of the measures under taken through university-
industryresearch collaboration utilizing flourproduced in IshikariCity,Hokkaido.
Bagels,made from Ishikari flour into which cherrytomato pureewas added,were
sold and a questionnairesurveywasdistributed to customers. From theseresults,
it appears that further product development using wheat from Ishikari can enable
















































































































































































コントロール 379g 1600ml 4.22
ハスカップパン 442g 1430ml 3.23
図１ パンの明度と彩度
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４）官能検査
「春よ恋」にハスカップペーストを添加したパン
のレシピ化を展開し（画像３）、その官能検査を実
施した。
官能検査は、2013年本学教職員をパネラーと
し、石狩産小麦を使用したパン生地にハスカップ
ペーストを巻き込んでレシピ化したパンについて
行った（n＝16名）。６項目（見た目、香り、味、
食感、好み、総合評価）について、その特性およ
び総合評価をそれぞれ３段階評点法（よい、ふつ
う、あまりよくない）で評価した。
味では93.7％に「よい」の評価を得られた。見
た目、食感、好み、総合評価で「よい」の評価を
70％以上得られた。香りでは、「よい」56.3％、「ふ
つう」37.5％、「あまりよくない」6.2％の評価で
あったため、今後も改良が必要と考えられた。
これらのことより、石狩産小麦粉の特性を活か
した、パンなどへ利用可能性が示唆された。
Ⅳ 石狩産小麦粉を用いた取り組み事例
―?JAいしかり地場産物市場とれのさと
におけるベーグル加工販売―?
2008年（平成５年）に「中小企業者と農林漁業
者との連携による事業活動の促進に関する法律」
（農商工連携法）が施行されて以来、産業連携が積
極的にすすめられるようになった。また、2011年
（平成23年）には、「地域資源を活用した農林漁業
者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物
の利用促進に関する法律」（６次産業化法）が施行
され、農業や漁業生産者による生産・加工・販売
の一体化に加え、第２次、第３次産業の事業者と
の連携による新たな産業創出???が求められるよ
うになった。
藤女子大学人間生活学部食物栄養学科村田ゼミ
では、石狩産小麦粉「春よ恋」に石狩産のミニト
マトピューレを練り込んだベーグルを開発し、JA
いしかり地物市場とれのさとにおいて販売を開
始???した（画像４・画像５）。
ベーグル購入者を対象に2012年８―９月に実
施した調査（n＝57名）によれば、ベーグル購入を
主目的とした来店者が40.3％、２回以上購入した
リピーターが47.4％であった。このことから石狩
産小麦粉を用いたベーグルを販売することで集客
への影響がわかった。調査結果より、「春よ恋」の
認知度が購入者には既に高いことがわかった一方
で、このような作製・販売するという活動を通し
て、「春よ恋」を認知していない購入者35.1％に
「春よ恋」の存在を知らせることができたと思われ
た。以上より、石狩産小麦を用いた商品開発によ
り、地産地消への貢献の可能性を見出すことがで
画像３ 2013年度レシピ
画像４ 販売の様子
画像５ ベーグル
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きたと考えられた。
Ⅴ 要約
石狩市における北海道石狩産小麦粉を活かした
産学連携の取り組み事例を報告する。
１．石狩産小麦粉の特性を活かしたハスカップパ
ンへ利用の可能性が示唆された。
２．石狩産小麦粉にミニトマトピューレを練り込
んだベーグルを販売した結果、石狩産小麦粉を
認知していない35.1％に「春よ恋」の存在を知
らせることができた。
以上より、石狩産小麦を用いた商品開発によ
り、地産地消への貢献の可能性を見出すことが
できた。
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